
《リスキルシリーズ》 
 

～異業種の風土（手法、仕組み、ものの見方、考え方）に 
相互に触れ、現場力及び人間力の向上を図る～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆開 発 設 計 革 新 （ Ｖ Ｅ ） 研 究 会 

【機能研究による付加価値＜開発・設計・生産＞の追求】 

◆流 れ づ く り （ Ｖ Ｓ Ｍ ） 研 究 会 

【モノと情報の流れの連動による生産革新力の強化】 

◆購 買 調 達 革 新 研 究 会 

【購買調達革新によるコスト競争力の強化】 

◆生 産 管 理 ( Ｔ Ｏ Ｃ ) 研 究 会 

【TOC 制約条件理論による生産管理革新】 

◆品 質 革 新 研 究 会 

【企画、開発段階から最終検査までの品質の造りこみ（魅力品質造り）の強化】 

◆産 業 工 学 （ Ｉ Ｅ ） 研 究 会 

【ＩＥ手法による徹底したムダの排除】 

◆生 産 保 全 研 究 会 

【生産システムの効率を最大限に高める、自主保全・予知保全と品質保全体制づくり】 

◆生産 現場リーダー力強 化研究 会 

【監督者哲学、リーダーシップ養成の場】 

 

公益社団法人 京都工業会 

技 術 ・ 教 育 委 員 会

人づくりの場 

交流と刺激の場

 

人脈づくりの場 

情報交換の場 

 



＜ご案内＞ 

不透明な国際情勢の中、原材料・エネルギー価格の高騰、サプライチェーンの不安定化、

新興国やグローバルサウスの企業との価格競争激化など、モノづくりを取り巻く環境がこ

れまでになく大きく変化しようとしています。 

 モノづくり企業では、厳しくなる経営環境の変化の下で、技術や製品開発に注力するこ

とはもちろん、少子高齢化による人材不足、長年蓄積された熟練技能の継承、設備・技術

の老朽化等、不確実性をもたらしています。特に課題解決力の強化とリスキリングを軸と

した「モノづくり」の革新力（現場改善力・生産技術力）や、若手からリーダークラスの

人材育成を今後ますます強化してくことが重要です。 

 京都工業会の研究会事業は、昭和３２年の工業会創立以来、基幹事業の１つとして、時

代の変化に柔軟に対応しながら今日まで継続開催してまいりました。激動の時代に対応す

べく、平成２２年度から事業名も「業務革新研究会」へと一新し、モノづくりのプロセス

で必須となる主な技術分野において、大学教授や会員企業の技術部門のベテランＯＢ等が

アドバイザーを務めています。最新の技術情報だけでなく、アドバイザー自らの経験・知

見・事例・見方などの講義を通じて、参加者自身がこれらを基に、自身が抱える課題等に

照らし合わせ、考えや知識を形成するものです。リーダーとしての資質の向上を図り企業

のイノベーション人材育成の支援を行う内容とし、令和４年度からは「リスキルシリーズ」

の中に組み込むとともに、令和５年度の「中長期活動の基本方針」見直しを踏まえた改善

も実施いたしました。 

つきましては、貴社におかれましても、当研究会事業にご参画いただき、ＶＥ、ＱＣ、

ＩＥなどの改善技法を講義・演習を通じて、実践形式で磨いていただくと共に、成果をあ

げるモノづくり企業の革新事例の見聞を広げる中で、そこに含まれる様々な英知を今一度、

貴社の風土に合わせたベンチマークとして構築し、今後の更なるご発展に活用いただけれ

ば幸いに存じます。 

なお研修効果を上げる観点から原則として会場参加での開催を予定しております。ただ

業務上、都合がつかない事も想定し、必要に応じて令和８年度もオンライン併用も視野に

入れて開催いたします。 

２０２６年３月 

公益社団法人  京都工業会 

技 術 ・ 教 育 委 員 会 



《開催要領》 

◇開催目的 各種手法やものの見方や考え方を磨き、業務革新を推進する人材の育成を図る。 

 

◇対 象 若手社員および管理技術関連部門のリーダー（主任、係長） 

 

◇ね ら い ＜Ａ:基礎コース＞→講義や討議、演習による業務革新能力の向上の場 

 ＜Ｂ:応用コース＞→研究会ＯＢや実務に精通した方々の実践研究の場 

※コース選択が設定されていない研究会もあります。 

 

◇会 場 京都経済センター 本会・会議室（必要に応じオンライン参加も対応可能） 

(京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町 78 京都経済センター6F) 

 

◇期 間 ２０２６年５月～２０２７年２月（計１０会合） １３：３０～１７：００ 

（但し、５月～７月は、10:00～17:00） 

 

◇定 例 日 研究会毎に設定（但し、メンバーのご都合により都度、柔軟に対応致します。） 

 

◇運営の基本 

①メンバーの目標や課題について、正副主査（その年度の登録メンバーより選出）を中心に 

企画し、基本を踏まえた実践的な運営を図ります 

②メンバー間のギブ＆テイクや専任アドバイザーの助言、ゲスト講演、工場見学、演習などを

効果的に実施いたします 

 

◇参加のメリット 

①実践的な内容により、一般のセミナーでは得られない幅広い視野と発想力を養うことができ

ます 

②メンバー間やアドバイザー及びゲスト講師との人的ネットワークが構築できます 

 

◇活動形態（基本型）【詳細の活動計画は、参加者のご希望を基に、研究会毎に企画いたします】 

前 

 

期 

基本編（５月～９月）→参加目的や実務経験に応じた選択制を採用 

□手法や考え方を基礎から学ぶ ＜Ａ＞コース(講義＋相互事例紹介＆見学) 

□応用実務研究(展開＆定着化) ＜Ｂ＞コース(グループ討議・相互訪問→まとめ) 

後 

 

期 

実務編（１０月～２月）→コース毎の課題の掘り下げ（分科会活動） 

専門テーマの絞込み(分科会編成)→課題毎の実践研究→まとめ(報告書作成) 

※必要に応じ事例紹介や現場改善実習、大会等を開催します 

 

◇年会費 

研究会毎に１口 京都工業会 会員企業   ８３，６００円（76,000 円＋税額 7,600 円） 

 会 員 外 １２５，４００円（114,000 円＋税額 11,400 円） 

（但し、１口につき２名の参加ができますので、極力２名ご登録願います） 

 

◇お申込とお問い合わせ 

①申込方法：添付の申込用紙に記載のうえ、ＦＡＸまたは本会ＨＰにて 〆切 ４月２３日（木） 

②お問い合わせ先：（公社）京都工業会 小嶋大樹（TEL 075-353-0061） 

（注）「人材開発支援助成金」(旧キャリア形成促進助成金)の対象の有無は、お近くの労働局へお問い合わせ

願います 



《予  告》 

 

 

【目 的】 

生産計画は、属人化・複雑化しており、欠品や納期遅延、在庫過多といった問題が頻発し

ている。市場変動に対する柔軟な対応ができず、サプライヤーとの信頼性も低下し、結果と

してコスト増加のリスクを抱えている。 

こうした課題を解決するため、需要変動対応し、平準化生産、計画業務の抜本的な改革を

目ざす。また、研究会横串で過去参加者やこれから参加いただく方の参考になるよう開催す

る。 

 

【参加対象】 

流れづくり(ＶＳＭ)研究会、産業工学(ＩＥ)研究会、生産管理(ＴＯＣ)研究会の 

過去参加者ならびに若手社員および管理技術関連部門のリーダー（主任、係長） 

 

【会 場】 

京都経済センター 本会・会議室（必要に応じオンライン参加も対応可能） 

(京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町 78 京都経済センター6F) 

 

【開催予定日】 

２０２６年７月 １０：００～１７：００（１日） 

 

【その他】 

①当案内とは別に改めてご案内いたします。 

②各研究会と申込みは別枠となります。 

 



≪開発設計革新（ＶＥ）研究会≫ 

～機能研究による付加価値の追求～ 
 

【目 的】 

開発設計革新（ＶＥ）研究会では、顧客が求める機能を達成するため最低のライフサイク

ル・コストを追求する手法であるＶＥ(Value Engineering)について実践研究を行ないま

す。ＶＥは、製品・部材のコスト低減や機能にアプローチして大きな成果をあげており、

開発・設計段階にＶＥ適用する具体的方法をケーススタディ等を通して実践し、参加各社

の付加価値製品や高機能部品、部材にＶＥを適用していただく方法を研究いたします。 

【参加対象】 

開発、設計部門の実務担当者及び開発設計マネージャー 

【ねらい】 

基本事項を踏まえた業務改善能力の向上 

【研究項目（案）】 

◇簡易演習によるＶＥ活動の実施手順の研究（機能定義→機能評価→代替案作成） 

◇企画、開発設計段階におけるＶＥ活用の研究 

◇ＶＥ手法を用いた企業及び顧客満足度向上の研究 

◇参加メンバー企業の題材を用いた開発、設計段階のＶＥ実践研究（付加価値向上） 

◇先端事例に学ぶＶＥ実践＆ﾘｰﾀﾞｰ育成方法の研究（組織化・教育研修方法） 

【定例日】 

毎月 第２木曜日 

【アドバイザー】 

バリューアップ研究所 代表 谷 彰三氏（元 シャープ㈱参事） 

シャープ㈱資材本部にて全社ＶＥ推進事務局業務、取引先の改善活動の実践指導に従事。 

経理本部に異動後、全社への原価企画の導入・原価管理統轄業務、国内外拠点へのＶＥ活動の

導入と実践指導、グローバルＶＥ統轄業務に貢献。京都大学・大阪工業大学・大阪府立大学 非

常勤講師。（公社）日本ＶＥ協会「普及功労賞」、「優秀ＶＥ論文賞」、「研究開発功績賞」、（公

社）日本経営工学会「経営工学実践賞」を受賞。現在は、コンサルタントとして国内外企業へ

のＶＥ活動導入・ＶＥ活動実践指導（商品企画、開発設計、業務改善など）、原価企画の導入・

原価管理のレベルアップの指導で活躍中。 

【初回例会案内】 

と き ２０２６年５月１４日（木） １０：００～１７：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□アドバイザーによる基調講演 



＜第 2回例会以降の方向性＞ 

開催 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

第 2回:6月 アドバイザーの講義「ＶＥ活動の進め方」と対象品による演習① 

第 3回:7月 アドバイザーの講義「ＶＥ活動の進め方」と対象品による演習② 

 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

基本方針 

(研究項目) 

・実践で使えるＶＥ手法を学び、顧客満足度ＵＰを図る 

・他社交流を通じてＶＥ手法活用に役立つ視点を得る 

活動内容 

 

 

（前期） 

 

 

【講義】 

「ＶＥ実施手順」、「アイデア発想」、「コスト評価」 

【演習】 

リムーバー（ホッチキスの芯抜き）を用いた演習により、 

ＶＥ実施手順及び実施ポイントの理解を深めた 

（後期） 

【ＶＥ実践演習】＜提供企業：㈱イシダ、グンゼ㈱、三菱ロジスネクスト㈱＞ 

前期で演習したＶＥ実施手順による実践活動を展開し、メンバー企業３社よ

りご提供いただいた実践テーマにＶＥを適用しながら、ＶＥ活動の実践的な

進め方について学んだ 

【ＶＥサマーフォーラムを聴講】 

（公社）日本バリュー・エンジニアリング協会主催の当フォーラムに参加し、

様々な外部企業のＶＥ事例を学んだ 

「太陽光発電サービス【ヒナタオソーラー】におけるＶＥの取組みについて」 

「食品包装機械のアフターサービス営業活動の活性化」 

「電気回路のＶＥスタイルとツール活用 

(短時間ＶＥ/アイデア発想カード/簡易テアダウン/部品機能表）」 

「効率的なＶＥ実践活動『２時間ＶＥ』を活用した事例紹介 

～効果的な建設工事を実現するための取り組み～」 

「ソフトウェア開発Ｖ字モデルにおけるＶＥ実践活動」 

【活動成果報告】 

講義や演習を通し学んだＶＥの基本的な考え方や対象品を用いた実践研究を

報告書にまとめ、参加者の上司をオンラインで招いて報告会を行った 

＜実践活動報告＞ 

□微小計量用ウエイトホッパのＶＥ活動 

□メンズ 7 分袖ボタン付シャツのＶＥ活動 

□リアアクスルマウントゴムのＶＥ活動 

＜講演＞ 

「製品開発とＶＥ」 

アドバイザー バリューアップ研究所 代表 谷 彰三氏 

＜昨年度参加者の声＞ 

○実践活動は、より業務に近い形でＶＥについて学ぶことができた。 

○様々な業種、職種のメンバーの皆様とチームで活動する機会は貴重な経験になり、成長につな

がったと思う。 



≪流れづくり（ＶＳＭ）研究会≫ 

～モノと情報の流れの連動による生産革新力の強化～ 
 

【目 的】 

流れづくり（ＶＳＭ：Value Stream Map）研究会では、組立型（例：電子機器組立）や、

加工型（例：機械加工）の現場等のモノと情報の流れを理解し、生産形態・特徴に合った

流れづくり(全体最適)を行うことによる生産性向上について研究いたします。また、実践

力を重視し、研究会参加企業での実践研究による生産革新力の強化を図ります。 

【参加対象】 

生産部門のライン改善担当者及び生産革新推進者 

【ねらい】 

基本事項を踏まえた現場改善能力の向上及び相互訪問による現場改善実習（流れづくり、ムダ取り等）  

【研究項目（案）】 

◇生産革新に求められる分析力、設計力、実践力の研究 

◇工場・ラインのモノと情報の流れの連動の研究 

◇モノと情報の流れにおける付加価値（ムダ取り）の研究 

◇研究会参加企業の業種に合わせたモデル生産システム構築の研究 

◇研究会参加企業でのモノと情報の流れづくり（工程・作業の連携化、標準作業）の実践研究 

【定例日】 

毎月 第４木曜日 

【アドバイザー】 

香川改善オフィス 代表 香川博昭氏（元 関西日本電気㈱生産革新推進室長） 

関西日本電気㈱において、生産革新推進室長として、ＩＥ及びＴＰＳ（トヨタ生産方式）

やＴＰＭの導入・展開に多大な貢献をなす。現在、コンサルタントとして、国内外の様々

なモノづくり工場における生産革新（Ｑ：品質向上、Ｃ：コスト削減、Ｄ：デリバリー、

リードタイム改善）活動の指導、及び、各種改善研修の講師を担当。実践型指導者として

活躍中。 

【初回例会案内】 

と き ２０２６年５月２０日（水） １０：００～１７：００ 

と こ ろ 京都経済センター６階 会議室６-Ａ 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□アドバイザーによる基調講演 

 



＜第 2回例会以降の方向性＞ 

開催 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

第 2回:6月 アドバイザーの講義「分析の進め方（ワークサンプリング分析、ビデオ分析）」と演習 

第 3回:7月 アドバイザーの講義「流れづくりとＶＳＭの作成」と演習 

 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

基本方針 

(研究項目) 

モノと情報の流れを見える化して現状把握と理想とのギャップを埋める手法を学ぶ  

～全体最適の視点で変化に対応できる力を身に付ける～ 

活動内容 

（前期） 

【講義・演習】 

「ＴＰＳの基本的な考え方」 

「分析の進め方（ワークサンプリング、ビデオ分析）」 

「現場のムダ（７つのムダ）の着眼と分析」、 

「不良・トラブルの分析の進め方（なぜなぜ分析）」 

「現場のインからアウトまでの流れの分析」 

（後期） 

【ＶＳＭ作成】 

前期活動をふまえて、各社の「ＶＳＭ（モノと情報の流れ図）」を作成 

それを基に下記に沿って目指す姿の検討を行った 

「モノと情報の流れの現状把握」 

「重要課題(ボトルネック・クリティカルパス・ムダ)を掴む」 

「問題の原因・構造を掴む→事実を調査し仮説と検証」 

【現場改善実習】 

前期で学んだ手法の実践の場として、「全体の流れづくり（モノと情報の流

れ）」をテーマとして現状把握を行い、モノと情報の流れ図を展開、現状課題

を把握し、対策案の検討を行った 

【第２８回京都ＫＡＩＺＥＮ大会】 

＜現場改善実習報告＞ 

現場改善実習にて行った流れ分析結果の問題点などの報告 

＜ＶＳＭ作成報告＞ 

各社で作成したＶＳＭを基に分析を行った結果を発表した 

＜特別講演＞ 

「能力が発揮できる現場づくりのすすめ」 

大阪工業大学 情報科学部 データサイエンス学科 

教授 皆 川 健 多 郎 氏 

アドバイザー 香川改善オフィス 代表 香川博昭氏 

＜昨年度参加者の声＞ 

○自分の作業とは異なる内容だったからこそ、多くの学びを得ることができました。また、グルー

プ学習を通して、自分の意見だけでなくほかの方の意見などを聞くことができ更に学ぶことがで

きました。 

○VSM についての資料や説明の仕方などわかりやすく理解しやすかった。また、説明するだけでな

く動画や実践などを交えて聞くことでより学ぶことができました。 



≪購 買 調 達 革 新 研 究 会≫ 

～購買調達革新によるコスト競争力の強化～ 
 

【目 的】 

海外調達のあり方、パートナー企業の評価・育成指導による調達品のＱＣＤ向上、コスト

ダウン手法を効果的に活用したコスト競争力の強化及びＳＣＭ（ Supply Chain 

Management）と地政学リスク等、最適なコストを追求する手法を研究いたします。 

【参加対象】 

Ａコース：購買、資材部門及び外注管理部門の実務担当者 

Ｂコース：研究会ＯＢ及び購買資材担当マネージャー 

【ねらい】 

Ａコース→基本事項を踏まえた業務改善能力の向上 

Ｂコース→相互訪問、事例研究によるマネジメント＆問題解決能力の向上 

【研究項目（案）】 

◇パートナー企業の集約・評価、新規開拓及びその指導、育成方法（要求品質・Ｌ／Ｔ短縮、ＣＤ）の研究 

◇あるべきコスト（例:ＰＣＳ）の求め方と運用及びコスト体系の研究 

◇先進企業の調達業務から学ぶＩｏＴやＤＸ活用方法の研究 

◇購買情報収集方法（法規制対応（TSCA、原産国調査、電池指令 等））の研究 

◇グローバル調達とＳＣＭを組み合わせた新しい調達方式（ＶＭＩ等）やＢＣＰの研究 

【定例日】 

毎月 第３火曜日 

【アドバイザー】 

北村繁一氏（元オムロンロジスティッククリエイツ㈱取締役） 

オムロン㈱において、集中購買、コストテーブル、拠点集約、生産部門のマネジメントを歴任

後、オムロンロジスティッククリエイツ㈱にてグループ全体のＳＣＭ構築等に活躍。現在は創

業支援等に活躍中 

【初回例会案内】 

と き ２０２６年５月２６日（火） １０：００～１７：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□Ａ、Ｂコースの確定 

□アドバイザーによる基調講演 



＜第 2回例会以降の方向性＞ 

開催 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

第 2回:6月 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース アドバイザーの講義「戦略購買の取組み方」と演習 

□Ｂコース 討議「各社購買管理、調達方法の仕組みと課題」 

第 3回:7月 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース アドバイザーの講義「コストの正しい求め方」と演習 

□Ｂコース 参加メンバー会社訪問による共通課題の掘り下げ 

 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

基本方針 

(研究項目) 

・グローバル調達戦略、ＣＤ手法、コスト査定 

・ＡＩを使った業務の効率化 

活動内容 

 

 

 

 

 

（前期） 

 

 

 

 

 

 

Ａコース 

【講義】 

「企画購買・原価企画」、「情報購買・開発購買」、「コストの基礎知識」、 

「適正在庫の求め方」、「コスト構成と決まり方」、「加工率演習」、 

「コストダウンの進め方」、「調達Ｌ/Ｔ最速最短化」、「調達業務の高度化」、

「在庫の持ち方」、「法規制・取適法・購買倫理」、「サプライチェーン強靭化」、 

「地政学リスク(半導体・地下資源・ＥＶ)」 

【分科会別討議】 

現状分析後、マンダラーチャートにて課題抽出を行い、あるべき姿への改善

案の検討を行った 

≪分科会テーマ≫ 

「コストダウン手法と査定」、「コスト分析」、 

「グローバル調達先選定」 

Ｂコース 

「アジア調達連携、設備価格妥当性評価」をテーマに相互訪問を行った 

（後期） 

【コース別活動】 

Ａコース、Ｂコースが合流し、編成した分科会毎にそれぞれの視点で、事例

による仕組み、仕掛けを研究した 

【相互事例紹介】 

参加企業における調達部の活動ならびに分科会テーマの活動について 

【企業訪問】 

「調達活動の考え方とテアダウン活動」 

「要連動型生産に対応した在庫の持ち方とコストダウン活動」 

【活動のまとめ】 

コース毎に分科会テーマの活動をまとめ発表した 

アドバイザー 元オムロンロジスティッククリエイツ㈱取締役 北村繁一氏 

＜昨年度参加者の声＞ 

○各講義で先生が作成された冊子がご用意されており、より深く知見を広げることができた。 

○日常業務内のアンテナでは察知できないような、政治や取り巻く環境の変化や具体的なコス

トダウンや査定方法の共有が有意義であった。 



≪生産管理(ＴＯＣ)研究会≫ 

～ＴＯＣ制約条件理論による生産管理革新～ 

 

【目 的】 

生産管理（ＴＯＣ）研究会では、制約条件理論：ＴＯＣ（Theory of Constraints）生産

管理をマネジメントとして捉え、マネジメントを変革することにより企業利益の最大化に

直結する考え方や方法論について研究いたします。 

【参加対象】 

生産管理部門及び情報システム部門の実務担当者、管理者 

生産革新リーダー及び実務担当者 

【ねらい】 

（前期）生産管理の基本的な考え方を踏まえた課題設定＆全体最適へのアプローチ方法の修得 

（後期）企業の生産管理診断によるマネジメント＆問題解決能力の向上（応用展開力） 

【研究項目（案）】 

◇生産管理の基礎研究（売り方／作り方／買い方）ともの作りにおける問題解決方法の研究 

◇全体最適ＴＯＣ活用における事業の継続（利益の追究）の研究 

◇全体最適につながるＩＴ活用事例の研究 

◇先進企業の訪問や事例紹介に学ぶ生産管理システムの研究 

◇参加企業における全体最適もの作りの研究（ＴＯＣ実践演習） 

【定例日】 

毎月 第２金曜日 

【アドバイザー】 

日新電機㈱ 執行役員 情報システム部長 高橋浩史氏 

入社以来、業務改革活動による同社のグループ企業を含めたビジネスプロセスの構築及び基幹

システムの全面刷新を実現。現在は国内外関係会社に対する業務改革や財務／管理連結を推進

中。平成５年度 同研究会主査 

【初回例会案内】 

と き ２０２６年５月８日（金） １０：００～１７：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□アドバイザーによる基調講演 

 



＜第 2回例会以降の方向性＞ 

開催 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

第 2回:6月 アドバイザーの講義「利益に直結する仕組みと定石」と演習 

第 3回:7月 アドバイザーの講義「生産管理と原価管理」と演習 

 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

基本方針 

(研究項目) 
ＴＯＣ理論のマスターと変化に対応出来る生産の最適 

活動内容 

（前期） 

【講義】 

「生産管理の基本的な考え方」、「問題構図ツリー」、「中核問題」、 

「生産管理と原価企画」、「スループットの考え方と最大化の方程式」、 

「在庫/仕掛りが隠すものづくりの問題点」、「生産 L/T 短縮」、 

「生産ラインの見直し（同期・生産クリティカルチェーン）」、 

「工場分類と着眼ポイント」、「ＴＯＣ改善事例紹介」 

【グループ演習】 

「現場の抱える問題点と現状問題構造ツリー」、「中核問題と対立構造図」、 

「アイデア発想と評価」、「原価計算と利益」、「ＴＯＣ５ステップ演習」など 

【ＤＶＤ視聴】 

「ザ・ゴール Movie～つながりとバラツキ～」 

【企業訪問】 

「生産の仕組みと生産革新活動」（㈱長濱製作所） 

（後期） 

【企業訪問】 

「ＤＸスマート工場活動紹介」 

【実践研究】 

前期で学んだＴＯＣの考え方を基に参加企業の「モノと情報の流れ」を傾聴

し、下記手順に沿って活動を行った 

「企業診断」→「問題点の整理と中核問題の抽出」→「問題点構造ツリー」 

 

「対立解消アイデア発想」→「アイデア評価」→「対立解消図と仮説」 

 

「対立解消後のスキーム」→「具体的施策と実施手順」 

【アドバイザーによる事例紹介】 

「生産管理レベル向上による全体最適のシナリオ」 

【活動成果報告会】 

実践研究の成果をグループ毎に生産管理診断レポートとしてまとめ、最終例

会において、実習企業の方を迎えて発表した 

アドバイザー 日新電機㈱執行役員 情報システム部長 高橋浩史氏 

＜昨年度参加者の声＞ 

○生産管理や原価などの基礎をはじめとし、スループットの考え方や全体最適の視点の重要性

など幅広く学ぶことができた。 

○モデル企業のヒアリングから問題点を見つけ出し、問題構造ツリー、対立構造図を用いた一

連の改善手法を体験したことで、自工場の改善にも生かせると感じた。 



≪品 質 革 新 研 究 会≫ 

～企画、開発段階から最終検査までの品質の造りこみ（魅力品質造り）の強化～ 
 

【目 的】 

品質革新研究会では、開発設計段階で品質を作りこむＤＲ（設計審査）、ＱＦＤ（品質機

能展開）、ＦＭＥＡ・ＦＴＡ及びＱＣ七つ道具等を活用した工程内品質、受入品質の管理

及び顧客クレームへの対応、不具合データの解析、設計部門へのフィードバック方法等を通し、

グローバル市場競争を勝ち抜くための魅力ある品質造りやＤＸ時代についての品質を研

究いたします。 

【参加対象】 

Ａコース：品質保証、品質管理及び製品設計等の実務担当者 

Ｂコース：研究会ＯＢ及び品質保証（管理）マネージャー 

【ねらい】 

Ａコース→基本事項を踏まえた業務改善能力の向上 

Ｂコース→相互訪問、事例研究によるマネジメント＆問題解決能力の向上 

【研究項目（案）】 

◇企画、開発段階における品質の造りこみ（ＱＦＤ、設計ＦＭＥＡ、ＤＲ）の研究 

◇初期流動管理（ＱＣ工程図、工程ＦＭＥＡ）による生産初期段階の品質向上の研究 

◇手法活用による工程内不具合改善ならび客先クレーム対応及び各プロセスへのフィードバックの研究  

◇６σ改善活動、ＱＣサークル活動の研究（ばらつき低減、形骸化防止等）の研究 

◇未然防止（過去トラ活用、失敗学 等）の研究 

【定例日】 

毎月 第４火曜日 

【アドバイザー】 

髙山直彦氏（元㈱島津製作所 分析計測事業部 品質保証部 副参事） 

㈱島津製作所にて、医用機器事業部で、超音波診断装置や治療装置の研究開発や全社部門

の設計審査や耐久試験に従事後、シンガポールで品質評価センターを設立、その後、京都府の

行政改革を推進後、分析計測事業部品質保証部で、X線装置の品質改善や統計手法を用い

た故障解析を行う 

【初回例会案内】 

と き ２０２６年５月１９日（火） １０：００～１７：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□Ａ、Ｂコースの確定 

□アドバイザーによる基調講演 



＜第 2回例会以降の予定＞ 

開催 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

第 2回:6月 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース アドバイザーの講義「分科会テーマにて確定」と手法演習等 

□Ｂコース 討議「各社品質管理の仕組みと課題」又は事例紹介 

第 3回:7月 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース アドバイザーの講義「分科会テーマにて確定」と手法演習等 

□Ｂコース 参加企業の事例紹介による共通課題の掘り下げ 

 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

基本方針 

(研究項目) 

・ＱＣ手法を活用して原因分析を行い、企画開発製造段階で品質を作りこむ 

・実践に落とし込み、強い品質体制を構築し、顧客満足度の向上 

活動内容 

（前期） 

Ａコース 

【講義】 

「工程ＦＭＥＡ」、「ＦＴＡ」、「ＱＣ検定(３級)」、「信頼性とワイブル分布」 

「ＱＣ７つ道具・新ＱＣ７つ道具の実践と問題解決」 

 

【演習】 

「工程ＦＭＥＡ」、「ＦＴＡ」 

 

【分科会別討議】 

≪分科会テーマ≫ 

「顧客(クレーム解析・低減)」、「ＱＣ手法グループ」 

「工程ＱＣ(ポカヨケ、見える化、管理図活用)」 

（後期） 

【相互事例紹介】 

参加企業における品質活動の取組みについて 

 

【企業訪問】 

「品質の取組(ＤＭＩＣ活用、品質管理のデジタル化 等)」 

「品質向上への取組(不具合対応、未然防止活動、品質ＤＸ 等)」 

 

【活動のまとめ】 

アドバイザーの講義・演習、事例研究から得たこと、効果的に活用した事と

コース毎に分科会テーマの活動をまとめ発表した 

アドバイザー 元㈱島津製作所 分析計測事業部 品質保証部 副参事 髙山直彦氏 

＜昨年度参加者の声＞ 

○QC に関する基礎的な手法をいろいろな実践を通して学ぶことができた。 また、QC 検定 3 級

合格の助けにもなった。 

○先生の講義及びグループワークを通じて他の企業の方の取り組みを知れて大変勉強になり

ました。 

○工場見学で他工場の品質管理に関する取組を知れたことで、自社への展開も考えられるよう

になった。



≪産業工学（ＩＥ）研究会≫ 

～ＩＥ手法による徹底したムダの排除～ 
 

【目 的】 

産業工学（ＩＥ）研究会では、工程分析、動作分析、ＤＴＳ（直接時間研究法）を活用し

た工数低減、標準作業３点セット（工程能力表・標準作業票・標準作業組み合わせ票）に

よる作業改善、段取り改善などのＩＥ（Industrial Engineering）手法による徹底したム

ダの排除における現場改善や現場改善実習を含めた実践研究いたします。 

【参加対象】 

Ａコース：生産部門及びＩＥ改善部門の実務担当者 

Ｂコース：研究会ＯＢ及び生産革新推進者 

【ねらい】 

Ａコース→基本事項を踏まえた業務改善能力の向上 

Ｂコース→相互訪問、事例研究によるマネジメント＆問題解決能力の向上 

【研究項目（案）】 

◇３Ｓの導入・定着と効果的な運用方法の事例研究 

◇ＩＥ手法(工程分析、動作分析、ＷＳ、ＤＴＳ)による効果的な現状分析の研究 

◇標準作業３点セット(工程別能力表・標準作業票・標準作業組合せ票)による改善方法の研究 

◇現場改善実習による作業改善方法（工数低減、段取り替え等）の実践研究 

◇外部企業訪問によるＩＥ事例（ＤＸ・IoT活用、工数低減、セル生産）の研究 

【定例日】 

毎月 第１火曜日 

【アドバイザー】 

ＮＰＳソリューション 代表 吉植久正氏（元オムロン㈱主事） 

オムロン本社及び各事業部にて生産革新活動の推進として、オムロンの各工場に対し、改善活

動の支援を行う。定年後、独立、現在、コンサルタントして活躍中 

【初回例会案内】 

と き ２０２６年５月１２日（火） １０：００～１７：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□Ａ、Ｂコースの確定 

□アドバイザーによる基調講演 

 



＜第 2回例会以降の方向性＞ 

開催 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

第 2回:6月 

＜コース別活動＞ 

 □Ａコース アドバイザーの講義「工程分析、作業分析」と演習 

 □Ｂコース 討議「各社の生産性向上への課題」、実習企業の確定 

第 3回:7月 

＜コース別活動＞ 

 □Ａコース アドバイザーの講義「標準作業の分析、５Ｓ」と演習 

 □Ｂコース 現場改善実習企業の「通り診断による課題抽出」 

 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

基本方針 

(研究項目) 

ＩＥの理解を深め現場改善能力を向上する 

～３Ｓの効果的な運用によるムダの削減～ 

活動内容 

（前期） 

【講義】 

「ＩｏＴとＡＩ」、「工程分析」、「ワークサンプリング」、「作業分析」、 

「段取り改善」、「５Ｓ活動」、「動作分析」、「標準作業の作成」、「ＬＣＡ」、 

「セル生産方式」、「標準時間とレイティング」 

【演習】～ＶＴＲ等を活用し、各種手法を演習～ 

「ＰＱ分析」、「標準作業３点セット（セル生産）」、「作業改善」、 

「５Ｓ」、「工程分析」、「作業分析」、「動作分析」、「レイティング」、 

「標準作業組合せ票」 

（後期） 

【企業訪問】 

「徹底３Ｓ活動」 

 

【現場改善実習】 

前期で学んだＩＥ手法の実践の場として各現場で時間分析や３Ｓ分析を行

い、現状の課題を把握し、それぞれ改善案を作成、最終例会である「第２８

回 京都ＫＡＩＺＥＮ大会」にて年間活動報告として発表した 

 

【第２８回 京都ＫＡＩＺＥＮ大会】 

＜現場改善実習の報告＞ 

現場改善実習にて行った分析の改善案の発表 

＜特別講演＞ 

「能力が発揮できる現場づくりのすすめ」 

大阪工業大学 情報科学部 データサイエンス学科 

教授 皆 川 健 多 郎 氏 

アドバイザー ＮＰＳソリューション 代表 吉植久正氏 

＜昨年度参加者の声＞ 

○後期に実際の現場で実践する事ができて学んだ知識と経験を身に着けることができた。 

○今回の経験を活かして自社でも５Ｓ活動に積極的に取組んでいきたい。 



≪生 産 保 全 研 究 会≫ 

～生産システムの効率を最大限に高める、自主保全・予知保全と品質保全体制づくり～ 
 

【目 的】 

生産保全研究会では、多様化した生産方式における設備管理の在り方に着目し、生産の平

準化、自働化、標準作業等の生産体制確立を目指して、不良ゼロ、故障ゼロなどあらゆる

ロス、ムダを削減するため、IoT活用事例や先進事例を通し、生産システムを最大限に引

き出す・保つための設備保全のあり方を工場見学や実践活動を通して研究いたします。 

【参加対象】 

生産技術部門及び設備保全部門の実務担当者及びマネージャー 

【ねらい】 

基本事項を踏まえた設備保全能力の向上及び事例研究による問題解決能力の向上 

【研究項目（案）】 

◇生産システム最大化の個別改善の研究（小集団、ＩｏＴ活用） 

◇オペレーターの自主保全体制づくりの研究（ステップ、診断、安全、５Ｓ体制） 

◇保全部門の保全体制づくりの研究（改良保全・定期保全・予知保全・設備の見える化） 

◇品質保全体制づくりの研究（不良の出ない条件設定、使いやすい設備・治具） 

◇先進工場訪問による保全活動の推進事例の研究及び参加企業での実践研究 

【定例日】 

毎月 第４金曜日 

【アドバイザー】 

木村直人氏（元京都機械工具㈱取締役専務執行役員） 

１９８０年、京都機械工具㈱に入社。作業工具類の生産・営業・管理業務に従事。生産システ

ムの構築や、工程改善・物流改善の活動の推進として活躍され、経営企画や人財育成における

業務改革に取り組む。令和４年度 同研究会副主査 

【初回例会案内】 

と き ２０２６年５月２２日（金） １０：００～１７：００ 

と こ ろ 京都経済センター６階 会議室６-Ｆ 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□アドバイザーによる基調講演 



＜第 2回例会以降の方向性＞ 

開催月 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

第 2回:6月 
□アドバイザーの講義「設備の７大ロスと設備総合効率」 

□各社の設備保全状況共有「設備総合効率の算出と設備保全の概要」 

第 3回:7月 □研究会参加企業やＯＢ企業事例による事例研究 

 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

基本方針 

(研究項目) 
基礎を学び、ロス・ムダの出ない保全を構築する 

活動内容 

（前期） 

【講義】 

「設備保全の考え方」 

「７大ロスと設備総合効率(時間稼働率・性能稼動率・良品率)」 

 

【相互活動紹介】 

参加企業における現状の設備保全活動紹介と設備総合効率の算出報告 

 

【工場見学】 

「初期清掃活動、エフ付け・エフ取り、設備稼働情報の可視化等」 

「徹底３Ｓ活動」 

 

【事例紹介】 

「振動の傾向管理とローターキット実演」 

（後期） 

【工場見学】 

「３Ｓならびに改善活動について」 

「設備保全ソリューション」 

「AI・IoT 技術による故障検知から自動化まで」 

 

【活動のまとめ】 

年間を通して学んだ保全活動（初期清掃による不具合発見、不具合発生箇所

対策、自主保全基準、標準化、維持管理等）を自社でどんなことを活かして、

どのようにしたいか、社内の推進役になるためにどうしたら良いか、また本

年度テーマのロス・ムダの出ない保全を構築するためにはどうするかの討議

を行った 

アドバイザー 元京都機械工具㈱ 取締役 専務執行役員 木村直人氏 

＜昨年度参加者の声＞ 

○見える化の促進、AI 技術の導入等今後進めていければ、 どのように変化する可能性がある

か具体的なビジョンが見えた。 

○設備保全を再度学び直せたことにより、自身の知識向上に繋がった。また、他社を見学する

ことで自社の良いところ・悪いところを再認識できた。 



≪生産現場リーダー力強化研究会≫ 

～監督者哲学、リーダーシップ養成の場～ 
 

【目 的】 

生産現場リーダー力強化研究会では、監督者としての人間力、部下指導、育成方法や課題

達成に向けた上司・部下及び他部門との連携方法（ベクトル合わせ）、コミュニケーショ

ン方法（話し方、聴き方とコーチング能力）など、イノベーションリーダーのあり方を、

実務課題をテーマに討議・演習形式で実践研究いたします。 

【参加対象】 

Ａコース：生産部門の職長、班長、係長 

Ｂコース：研究会ＯＢ及び生産部門幹部 

【ねらい】 

Ａコース→基本事項を踏まえた業務改善能力＆リーダーシップの向上 

Ｂコース→相互訪問、事例研究によるマネジメント＆問題解決能力の向上 

【研究項目（案）】 

◇監督者に求められる作業の標準化による品質の作りこみ（失敗事例等）の研究 

◇監督者に求められる改善提案による強い現場作りの研究 

◇監督者に求められる課題解決力強化の研究 

◇監督者に求められるリーダーシップ（部下指導・育成、コーチング）の研究 

◇参加企業及び外部企業訪問による現場管理・改善事例の研究 

【定例日】 

毎月 第３木曜日 

【アドバイザー】 

野口昭夫氏（元日新電機㈱） 

日新電機㈱調達センターにて全社ＶＥ活動推進、ものづくり事業部含む３事業部長・㈱日新ビ

ジネスプロモート社長歴任。人材開発部にてセミナー講師としてシックスシグマ活動、生産性

向上活動推進。（公社）日本ＶＥ協会「普及功労賞」を受賞。現在は、日新アカデミー研修セ

ンターにてアカデミー教授として活躍中 

【初回例会案内】 

と き ２０２６年５月２１日（木） １０：００～１７：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□Ａ、Ｂコースの確定 

□アドバイザーによる基調講演 



＜第 2回例会以降の方向性＞ 

開催 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

第 2回:6月 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース アドバイザーの講義と演習 

□Ｂコース 討議「各社の現場活性化への課題」 

第 3回:7月 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース アドバイザーの講義と演習 

□Ｂコース 事例紹介「現場活性化への課題」と討議 

 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

基本方針 

(研究項目) 

多様性を尊重し、世代間等コミュニケーション能力を高め、 

全員が理解できる教育・指導力を向上し、風通しの良い職場作りを目指す 

活動内容 

（前期） 

【講義・グループ討議テーマ】 

・人材を育成するためには、リーダーシップ論 

・現場論、現場力を鍛える、見える化、現場で知っておきたい分析・グラフ 

・ファシリテーション、会議の効率化、ロジカルシンキング、 

ピラミッドストラクチャー 

・コミュニケーション、課題解決力強化、私の歴史分析 

 

【相互改善活動紹介】 

参加企業における改善活動または自職場の改善活動紹介 

（後期） 

【企業訪問】 

取組み紹介の後に訪問先のリーダーにも同席をいただき「上司と部下の意識

合わせ」についてグループ討議を行った 

「ものづくり道場における技能系社員の育成」 

 

【ＯＢ企業訪問】 

ＢＪ（ブラックジャック）プロジェクト、改善活動を通じた人財育成や改善

事例の取組紹介や研究会活動で学んだ事も含めて紹介いただいた 

 

【研修】 

「コミュニケーション研修（コーチング）」 

「心理的関係づくりから始めるマネジメント」 

 

【活動のまとめ】 

研究会活動の振り返りを行い、研究会活動から得たこと、リーダーとしてこ

れから活かしたいことに対して討議を行った 

アドバイザー 元日新電機㈱ 野口昭夫氏 

＜昨年度参加者の声＞ 

○業務改善やコミュニケーション向上のための手法を丁寧に教えていただいたことで職場に

学んだことが生かせていると思う。 

○一人ひとり感じ方も考え方も違う中で、どんなタイプの人がいてどういう対応をすると誤解

が生まれにくいのかを知ることができました。 



＜令和７年度 参加企業(５０音順)＞ 

No 会社名 No 会社名 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16
 

㈱ 旭 プ レ シ ジ ョ ン 

㈱ イ シ ダ 

尾池アドバンストフィルム㈱ 

㈱ 京 都 製 作 所 

グ ン ゼ ㈱ 

Ｋ Ｎ 村 田 産 業 ㈱ 

㈱ Ｇ Ｓ ユ ア サ 

㈱ジーエス・ユアサ テクノロジー 

㈱ 島 津 製 作 所 

島 津 ト ラ ス テ ッ ク ㈱ 

島津プレシジョンテクノロジー㈱ 

島 根 島 津 ㈱ 

星 和 電 機 ㈱ 

双 和 電 機 ㈱ 

第 一 電 子 産 業 ㈱ 

㈱ タ イ ヨ ー ア ク リ ス 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

田 中 精 工 ㈱ 

ナ ル ッ ク ス ㈱ 

ニ チ コ ン ㈱ 

ニ チ コ ン 草 津 ㈱ 

㈱ ニ チ ダ イ 

日 新 電 機 ㈱ 

㈱ 日 進 Ｐ Ｒ Ｅ Ｖ Ｏ 

ホ リ ゾ ン 

㈱ 堀 場 エ ス テ ッ ク 

㈱ 堀 場 製 作 所 

三 菱 ロ ジ ス ネ ク ス ト ㈱ 

㈱ 宮 木 電 機 製 作 所 

㈱ 山 岡 製 作 所 

Ｙ Ｕ Ｓ Ｈ Ｉ Ｎ ㈱ 

㈱ レ イ マ ッ ク 

㈱ ワ コ ー ル 

 


